
第20回 医療の質・安全学会 学術集会プレイベント

世界患者安全の日記念 シンポジウム

“すべての新生児とすべての子どもに
安全なケアを”

日時

形式

登録

テーマ

2025年9月17日（水）18:00～19:30

小児領域の患者安全の現状と課題

内容

Zoomウェビナー・事前登録制・参加無料

患者安全文化を子どもから始める視点で、
病院医療安全の現状を振り返り、
安全で質の高い医療を提供するための
課題と対策を考える

https://us02web.zoom.us/webinar/register/W

N_MzxZEdU5TL6ZWZ8qsyz_YA



田村 彰     （和歌山県立医科大学 医療安全推進部）

「小児の医療安全の問題点：特性を踏まえたリスク管理と対策」
小児医療の安全確保には特有の課題があります。本講演では、小児医療事故の
現状と、子どもの発達段階に応じたリスクを解説し、医療安全向上に向けた具
体的な取り組みと解決策を提案します。

山本 啓央 （名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部）

「JACHRI（日本小児総合医療施設協議会）における医療安全の取り組み」
JACHRI（日本小児総合医療施設協議会）は小児医療の向上のため活動してい
る、全国の小児専門病院の協議会です。JACHRIで今年度から開始した小児医
療安全ネットワーク（PSnet）の活動についてご紹介します。

新田 雅彦 （大阪医科薬科大学病院 医療総合管理部 医療安全推進室）

「医療事故情報収集等事業からみた小児死亡事例」
院内で発生した死亡事例を全国的に検討するには限界があります。しかし、医
療事故情報収集等事業を活用することで全体像を把握することができます。
本講演では小児の院内心停止を中心に事例を概観し、その傾向と医療安全の課
題を共有します。

予告：こちらにも是非ともご参加ください！

第20回医療の質・安全学会学術集会 世界患者安全の日企画
11月9日午前 第１会場
①こどものミカタ～チームで取り組む小児患者の安全～
②小児重症例・小児集中治療における治療継続のための安全確保
～課題と取り組み～

主催：第20回医療の質・安全学会学術集会・質改善・患者安全のための革新的教育コンソーシアム
共催：一般社団法人医療の質・安全学会

プログラムは、予告なく変更になることがあります。

挨拶

講演

世界患者安全の日について
松村由美 （京都大学医学部附属病院 医療安全管理部

・第20回医療の質・安全学会学術集会大会長）

司会：德平 夏子

本企画について
德平 夏子 （大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部

・集中治療部 世界患者安全の日シンポジウム副実行委員長）

座長
山口(中上)悦子 （国際医療福祉大学成田病院 医療安全管理部）

意見交換

河野早苗 （兵庫県立こども病院医療安全部・看護師）

田村彰 （和歌山県立医科大学医療安全推進部・医師）

德平夏子 （大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント・医師）

新田雅彦 （大阪医科薬科大学病院医療総合管理部医療安全推進室・医師）

濱田羊奈 （大阪母子医療センター医療安全管理室・看護師）

松村由美 （京都大学医学部附属病院医療安全管理部・医師）

山本啓央 （名古屋大学医学部附属病院患者安全推進部・医師）

（五十音順）
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